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の他の eラー ニングサイ トでも,デー タベースを
利用 してシステムを作成 されていることが多い .




















32 榊原正明。相原登史子 :eラー ニングシステムの構築と分子の対称性の学習への適用
す起爆斉1ともなつた。
現在 eラー ニングとい う場合,CAI,CBT,WBTだ
けでなく,ハイブ リッ ド型 と呼ばれ る CD―ROM教
































































我々が 目指 しているのはまさしくこの ジメデ
ィアル学習である。
鳥 取 大 学 工 学 部 研 究 報 告 第 34号 33
我々が採用 した eラー ニングの形態は,授業と










































ョンが SQLに翻訳 してサーバの DBMSに伝える,
サーバのDBMSはSQLで書かれた命令を受け取つ





































































































































36 榊原正明。相原登史子 :eラー ニングシステムの構築と分子の対称性の学習への適用
番号ともに送信する。             面を結果表示画面に切 り替えて結果を表示する.
◎学生番号,問題番号,解答を「解答登録テーブ
ル」に登録する。                もう一度同 じ問題グループを選択 したいとき
ここまでは共通で以下が異なる。       は,「もう一回」をクリックすると,解答画面が表
示 される。全問正解時には「もう一回」を表示 さ
採点方式 1(行列の問題・対称性の問1から3) せないようにした .
「解答登録テーブル」に登録 された解答と,「正   違 う問題グループを選択するときは「メニュー
答登録テーブル」に登録されている工答と比較 し  へ」をクリックすると,問題グループ選択画面に
て正解ならば 1,不正解ならば0を「解答登録テ  切 り替わる.
―ブル」のmaru列に記録する。          テス トを終了するときには「もう終わりにした
次にmaru列(正誤)の値を抽出する。       い」をクリックするとログアウトする,
データベースから得点情報を取 り出し送信 して ,
解答画面を結果表示画面に切 り替えて 0ならば  5。問題作成
「不正解」,1ならば 「正解」と表示する.    5。1.立体図(モデル)
採点方式2 立体図 (モデル)を用いた対称操作の出題例を
「解答登録テーブル」に登録された解答と,「正  示す (図5,1)

























たれ ェガ 議扇 儀衝,tri磯真 第 。

































































































































































































































*ヒントの△は未完成        `
一回あた りの平均出席人数    16.8人








































































































表 7.2 問題 と平均解答時間と平均正解率
平均解答時間 平均正解率
問題 A 45分 55秒 80.39%
問題 B 1時間 4分8秒 39%
問題 C 1時間 13分21秒 65.26%
行列 35分31秒 75890/O







































































































































問題 図 7.11の10番を 上を行つてからS65を行
つたとき,どの対称操作に当たるか。これも,2つ
の操作の組み合わせ と Sれ のためと考えられる。
対称性の問題
問題 図 7.12のσv,σh,σd対称面′れ くヽつ
か。σvとσdの違いを理解 してお らず,σvと勘
違いしている人が多かつた ,
図 7.12 対称性①   図 7.13 対称性②





















問題 図 7.16の点 移動を行列で表現せよ。こ
れは,列ベク トルで表現行列を解答する問題であ
つたが,行ベク トル と列ベク トルを間違えている
人が多かった .
図7.16 行列の問題①
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正解率の低かつた問題は,ほとんど類似の問題
であつた,特に,Snや側軸回転のある対称操作の

















































時々 使 う 30%
あまり使わない 25%
主つたく使つたことがない ≧%
「いつも使 う」,「時々使 う」を合わせれば ,
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8.おわりに                   1号,pp. 25132,1997.
[2]榊原正明・立花良―・村畑太郎 :分子の対称性に
CGIを利用 した場合に比べて,デー タベースを    っぃての学習プログラムj鳥取大学工学部研究報
利用 したプログラムのほうがプログラムとデー    告,第29巻,1号,pp.99114,1998,
夕をはっきり分けることが出来て内容を変更す  [3]榊原正明・東山匡史・平岡敏雄・小野幸雄・福井
ることが容易になり,いろいろな応用が考えられ    裕暁:モデルを利用した分子の対称性学習ソフト,
る。データベースを利用すれば,デー タの検索お    £ 取 大 学 工 学部研 究 報告, 第 33巻,
よび集計・平均はSQLの関数を用いて容易に行 う    pp.2332,2002.
ことが出来る.                  [4]奥原伸康:卒業論文「化学薬品等の管理システムJ
立体図を使用 しての対称操作の理解は必ず必    (2003).
要であるので,ステレオ投影図でこうなつたとき  [5]榊原正明:鳥取大学におけるPRTR法対応プロ
は,モデルはこうなつたといったような,ステ レ    グラム,鳥大環境広報,No.8,pp,46,2003.
オ投影図とモデルを組み合わせた問題を作成す  [6]前田信太郎 :ナレッジの活用とビジネスの創出を
る必要があると思われる。               促進するeラー ニング,知的資産創造j2002年9
学習者が利用するプログラムは完成 したが,今    月号,
後は,問題作成者が使用する管理用プログラム  [7]河野ヽ博 :大学の教育改革とネットワークを利用し
(クライアン ト上から,問題,解答の作成 とサー    た学習,電子情報通信 学会誌 Vol.85 No.6
バヘの登録できるような問題登録フォーム,配点    pp.392-396.
や問題の差 し替えを簡単に行 うための問題管理    http://―.ieice,Org/jpn/bOoks/kaishiki
フォームなど)を作成する必要がある.       ji/200206/200206-1.html
また,学習の助けとなるヒン トの充実,問題数  [8]メディアミックス・プロジェクト:図解雑学デー
の充実,解説の充実も必要である。今回は問題実    タベース,ナツメ社
施の途中でアンケー トをとり,それに基づいてプ  [9]PHPマニュアル :http://―.php.net/manua1/
ログラムの修正・改良を行った,今後は実習の途    ja/
中と最後に実施 して学習者の動向をさらにつか
むようにしたい。                          (受理 平成 15年9月 30日)
今後はアニメーション,音声情報,3Dなどを利
用した,印刷物では表現できない内容を増や して
行きたい.
研究室の奥原伸康君に対 して問題作成への協
力に感謝 します。
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